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かず 数 データ

12, 358
区 内に居住する 外国人の人数です。その數

は年々増加し ており 、23区中、新宿区、豊島
区|こ続き3 番目( 平成2 年1 月1 日 現在) 。外
国人に道をたずねら れた 経験のある人も多 い
のではないでしょう か。日常牛活を通し ての
国際交蔗を大切にし ていきたいですね。

学
ぶ
あ
な
た
が主

役
で
す

1
1・
1
2月
は
「
生
涯
学
習
奨
励
月
間
」

足
立
区
で
は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
学
び
あ
い
、ふ
れ
あ
い
を
す
す
め
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
た
に
「
生
涯
学
習
奨
励
月
間
」
を
定
め
ま
し
た
。
期
間
内
に
は
、
区
と
教
育
委
員
会
、
お
よ
び
公
社
等
が
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
生
涯
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
回
、
期
間
中
に
行
わ
れ
る
事
業
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。視野が広がりました。

第24期区民大学生　長岡 康子さん

第
1
9期
に
続

き
、
2
回
目
の

受
講
で
す
。
夕

食
の
仕
度
を
済

ま
せ
、
駆
け
つ

け
て
い
ま
す
。

区
民
大
学
の

魅
力
は
、
す
ば

ら
し
い
講
師
が

そ
ろ
っ
て
い
る

こ
と
。
実
際
に

活
動
し
て
い
る

先
生
方
な
の

で
、
講
義
に
も

説
得
力
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

会
社
員
や
自
営
業
の
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
持
つ
受
講

生
仲
間
と
話
し
合
う
こ
と
で
、

私
の
視
野
も
広
が
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
国
際
化
を
考
え
る

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
に
も
参
加

し
、
私
の
生
涯
学
習
も
着
実
に

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

創作の喜びをかみしめる
「木陽会」( 油 絵)

今
や
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
長
老

格
で
あ
る
「
木
陽
会
」
の
会
員
は
現

在
2
1名
。指
導
の
平
山
先
生
は
、「
み

な
さ
ん
熱
心
で
す
。
ひ
た
む
き
な
努

力
で
、
心
の
あ
る
絵
を
描
い
て
い
ま

す
」と
。『
美
し
い
風
景
を
自
分
の
手

で
作
品
に
で
き
る
喜
び
は
、
ほ
か
の

活
動
で
は
味
わ
え
ま
せ
ん
』
と
会
員

の
中
村
さ
ん
。

東
京
都
美
術
館
で
行
な
わ
れ
る
勤

労
者
美
術
展
に
毎
年
出
品
し
、
入
選

も
し
て
い
ま
す
。「
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向

か
い
、
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
病

気
や
悩
み
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
、

と
皆
さ
ん
。
一
度
、
の
ぞ
い
て
見
ま

せ
ん
か
。

連
絡
先
池
田
S
8
8
3
-
6
2
6
2

キ
ャ
ン
バ
ス
を
見
つ
め
る
瞳
は

真
剣

歴 史探訪―
「中川ベリの

史跡をたずねる」
郷土博物館

秋
空
の
下

、
中
川
沿
い
に
史

跡
を
た
ず
ね

。
郷
土
の
歴
史
と

文
化
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
、

日
時
H

烈
(
一
日
(
祝
)
、
午
後

1
時
3
0分
～
4

時
3
0分

順
路

郷
士
博
物
館
⊥

温

屍
　

⊥

取
塚
の
渡
し
場
あ
と
↓

川
神
社
I
西
光
院
i
正
法
庵

I

善
応
寺
卜
隅
田
延
命
地
蔵

匚
亀
有
駅
(

郷
士
博
物
館
職

員
が
同
行
し
ま
す
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
3
0

人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
「
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、
年
齢

、
電
話
番

号
、小

川

ベ
リ
の
史
跡
を
た

ず
ね
る
希
望
」
と
明
記
(

一

人
一
枚
に
限
る
)

申
込
期
限
1
1

月
1
9
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

郷
士
博
物

館
(

〒
1
2
1大
谷
田
5
1
2
0
1
　
I

、g
9
3
9
3
)

・
7
0
歳
以
上
の
方
、
入
館
無
料

(
囗
、1
2月
)

生
涯
学
習
奨
励
月
間
の
期
間

中
、7
0
歳
以
上
の
方
は
入
館
無

料
と
な
り
ま
す
。
受
付
で
年
齢

を
証
明
で
き
る
も
の
(

健
康
保

険
証
等
)
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

婦 人 大 学 公 開 講 座

上野
千鶴子&

北村
年子

「わいわい卜～ク」

女
と
男
に
つ
い
て
自
由
に
語

り
合
う
楽
し
い
ひ
と
と
き
。
女

性
学
を
切
り
ひ
ら
く
2
人
を
ゲ

ス
ト
に
お
招
き
し
ま
し
た

。

女
と
男
の
新
時
代
を
ク
リ
エ

イ
ト
し
た
い
あ
な
た
、
そ
し
て

男
性
の
方
も
ど
う
ぞ
。

日
時
1
2

月
1
日
(
占

、
午
後

2
時
～
4

時

場
所

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

字
の
方

ゲ
ス
ト

上
野
干
鶴
子
氏
(

京

都
精
華
大
学
助
教
授
)
、北
村

年
子
氏
(
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
土

定
員
2
0
0
人
(

抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、「
わ
い
わ
い
ト
ー

ク
希
望

」
と
明
記

申
込
期
限
1
1
1
1月
2
1日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
(

〒
1
2
3梅
田
7
1
　
3
3
1
1

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内

さ
珊
5
2
2
2
)

区民スポーツ大学
公開講座

神和住 純氏の
体験談

日
時
1
2
月
1
2
日
(
水
)
、午
後
　

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

場
所

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
1
8
　

歳
以
上
の
方

定
員
S

人
(
先
着
順
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

直
接
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
体
育
振
興
係

・
1
8
8
2
　
1
1
1
1

㈹
アイススケート

初心者講習会

日
時
1
2
月
3
・
4
・
5
日
、

午
後
6
時
～
8
時
3
0
分

場
所

サ
ン
ス
ク
ェ
ア

ーア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
(
J
R
　

王
子
駅
下
車
徒
歩
2
分
)

対
象

区
内
在
住
の
小
学
生

か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
と
保
護
者
、
お
よ
び
1
6
　

歳
以
上
の
初
心
者
(
3

日

間
出
席
で
き
る
方
)

定
員
1
5
0
人
(

先
着
順
)

費
用

無
料
(

た
だ
し

、
貸

靴
料
は
自
己
負
担
、1
回

4
1
0
円
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

住
所

、
氏
名

、
年
齢

、
電

話
番
号
、「
ス
ケ
ー
ト
講
習

会
希
望

」
と
明
記

申
込
期
限
H

月
2
9囗
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
体
育
振
興
係
　

(〒
1
2
0千
住
1
1
4
1
1
8
　
　
　

瑟
1
1
1
1

㈹
)

生涯学習フェスティバル
エル・ソフィアにて 12月

19 日(水)

く わし く は、あ だち広 報12 月5 日号 でお知
ら せし ま す。お問 合わ せは 本庁 舎( 千住) ・
生 涯教育推 進課o882- 1111 ㈹

生涯学習奨励月間事業 ※ 費用はいずれも無料です。

(財
)コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

奨
励
月
間
事
業
を
開
催

助
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
は
、

奨
励
月
間
中

、
ス
テ
キ
な
事

業
を
数
多
く
企
画

。
ま
た
。
H

、
1
2
月
に
行
わ
れ
る
奨
励

月
間
協
賛
事
業

に
つ
い
て

は
、
7
0
歳
以
上
の
方
の
受
講

料
、
入
場
料
は
3
割
引
と
な

っ
て
い
ま
す

。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、「
公
社
ニ
ユ

ー
ス
あ
だ
ち
」
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
近
く
の
公
社
窓
口

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

緲
足
立
区
コ
ミ

ユ
ニ
テ
イ
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
公
社

文
化
事
業
課
　

瑟
r
a

り乙
I
I

環境ウォツチング

「第3 回 足立区探鳥会」

越
冬
の
た
め
訪
れ
た
水
鳥

た
ち
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

1
諮
程
度
歩
く
だ
け
で
す

か
ら
、
ご
年
配

の
方
、
子
ど
も

連
れ
の
方
も
ど

う
ぞ
。

日
時
1
2
月
2
　

日
百
气
午
　

前
9
時
～
H
　

時
場
所

舎
人
公

園
(
現
地
旻
に
、
現
地
解

散
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)
S

用

無
料
(
双
眼
鏡
、図

鑑
は
お
貸
し
し

ま
す
)

申
込
方
法

電
話

予
約

申
込
期
限
1
1
月

2
1日

申
込
・
問
合
せ
先

水
質
調
査
係

酋
8
8
0
5
3
7
5

※
な
お
、
当
日
は
日
本
野
鳥

の
会
指
導
員
に
よ
る
説
明
が

あ
り
ま
す
。
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本庁舎( 千住) への
お問い合わせは……

( 882) 1111㈹
本庁舎以 外へのお 問い合わせ は、
それぞ れの電話 番号( 緑色) へ。

道
路
と
住
ま
い

11
月23 日

第
3
回
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

都
市
景
観
・
美
し
さ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
目
指
し
て

生
涯
教
育
奨
励
月
間
協
賛
事
業

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ー丁

を
始
め
、
様
々
な
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
。
参
茄

老
の
皆
さ
ん
に
は
苗
木
、風
船

、

シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
お
土
産

も
い

っ
ぱ

い
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
侍
ち
し
て
い
ま
す

。

日
時
1
1

月
2
3日
(
金
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
4
時

会
場

動
労
福
祉
会
館

内
容

表
―
の
と

お
り

主
催

足
立
区
、
足
立
区

ま
ち

づ
く
り
推
進
連
絡
会

、
麪
足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
ち
づ
く

り
公
社
(
　
剛
7
7
6

こ

表1 まちづくりフォーラム内容

千
住
緑
町
二
・
三
丁
目
の
住
居
表
示

1
1月
1
2日
か
ら
実
施

1
1月
1
2
日
か
ら
千

佳
緑
町

二
・
三
丁
目
の
住
居
表
示
を
実

施
し

ま
す

。
今
回
の
住
居
表
示

実
施
で
は

、
町
名
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん

。

住

居
表
示
さ
れ
た

地
区
の

『
新
旧
・
旧
新
対
照
表
』
、
「
案
内

図
」
は
情
報
公
開
課
で
壑

匹
し

て
い
ま
す

。

□
住
居
表
示
変
更
証
明
書

住
居
表
示
の
実
施
さ
れ
た
地

区
に
お
住
ま
い
の
方
が
。
登
記

や
自
動
車
の
検
査
な
ど
で

「
住

居
表
示
変
一更
証
明
書
」
が
必
要

な
場
合
は

、
中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
担
当
ま
た
は
、
各
区

民
事
務
所
で
無
料
で
発
行
し
ま

す
。

□
案
屋
等
を
新
築
さ
れ
た

方
は

届
け
出
を
お
忘

れ
な
く

住
居
表
示
堅
備
が
す
で

に
済

ん
い
る
地
域
内

に
、
家
屋

な
ど

を
新
築
さ
れ
た
方
は

、
仕
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め

。
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん

。

届
け
出
に
は

、
建
築
確
認
書
一

式
と
、
印
か
ん
を
お
持
ち

く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

区
民
部
管
理
係
(

住
居
表
示

担
当
)

ツ
J
0
3
1

税

金

年
末
調
整
説
明
会

日
時
・
鳩
所

表
2
の
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

特
別
徴
収
係
(

　
刈
5
0
9
・

1
)
、
足
立
税
務
署
(
　
卜
6

?
一
4
こ
、西
新
井
税
務
署
　

(
　
伶
1
1
1

ユ

※
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

喪2 年末調整脱明会会鳩 畤胄 はい ずれ も、
午債1: 3 ・- 4: ・・

中
学
生
対
象

「
税
に
関
す
る
作
文
」

区
内
の
中
学
生
を
対
象

に
、

足
立
・
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
で
は

、
毎
年
『
税
に
関

す
る
作
文
』
を
募
集
し
て

い
ま

す

。
審
套

弓

選
ば
れ
た
今
年

の
入
選
者
の
う
气

一
席
の
方

は
次
の
と
お
り
で
す

。(
敬
称

略
)
ま
た

、
区
で
は
入
選
作
(
一

席
の
方
)

を
広
く
区
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き

、
税
へ

の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
作
品
展

を
行

い
ま
す

。

□
足
立
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

▽
福
島
恵
子

第
二
中

▽
新
井
雅
子

東
島
根
中
　

▽
伊
藤
浩
子

蒲
原
中

▽
浮
塩
美
和
子

蒲
原
中

□
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会▽
佐
々
木
真
美

第
十
四
中

マ
佐
藤
亜
矢
子

第
十
四
中

マ
荘
司
貴
代

扇
中

□
作
文
展
日
程
・

鳩
所

マ
H
月
2
6
日
～
3
0
日
マ
朿
　

和
セ
ン
タ
ー
、
伊
興
セ
ン
タ

-
、
興
本
セ
ン
タ
ー
、
動
労

福
祉
会
館
(
プ
ル
ミ
エ
内
)
、

中
央
本
町
庁
舎

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課
整
理
係

糾
5
1
0
1

福

祉

おとし より

の方へ

民間アパートを
あっせんします

区
で
は

、
お
と
し
よ
り
の
方

に

、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。

住
宅
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
区
内

に
1
年
以
上
お

住
ま
い
の
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
方
で
、
次
の
要
件
を
備

。え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
6
5歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ

け
の
世
帯

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し
て

日
常
生
活
を
宮
め
る
方

▽
立
ち
退
き
嬰
求
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
は
安
全
・
健
康
上

著
し
く
環
境
の
悪
い
住
宅
に

住
ん
で
い
る
方

▽
身
元
保
証
人
が
碍
ら
れ
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

本

庁

舎

(
千
住
)
・
老
人
福
祉
係

今
月
は
定
例
払
月
で
す

障
害
者
手
当
(
国
制
度
)

今
月
は
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
褐
祉
手
当
、
福
祉
手
当

(
経
過
措
置
分
)
の
定
例
払
月

で
す
。
1
0日
ご
ろ
、
届
け
出
の

預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
し

た
。
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持

っ
て
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

奎

ぼ
舎
(
千
佳
)
・

障
害
福
祉
係

"年
内
融
資
″
は

1
1月
中
に
申
込
み
を

足
立
区
中
小
企
業
融
賢
を
年
末
に
利
用
す
る

方
は
、
1
1月
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
遅

れ
る
と
、
年
内
触
賢
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

健

康

ぜん息を

吹き飛ばそう
一 子 ど もの ぜ ん 息 講習 会-

日
時
1
1
月
2
6
日
言
)
、
午
後
　

2
時～
4
時
{
受
付
は
1
時
　

3
0分
か
ら
}

鳩
所

動
労
禰
祉
会
館
(

綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

対
象
1
5

嗽
未
満
の
ぜ
ん
息
児

と
そ
の
保
哢
者

※
認
定
患
者

に
は
別
途
通
知
し

ま
す
。

内
容

子
ど
も
の
ぜ
ん
息
の
治

療
と
そ
の
予
防

講
師

馬
場
実
氏
(
同
愛
記
念

病
院
副
院
長
)

定
員

圍
人
(

先
着
順
)

費
用

無
料

申
沁
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
1
1

月
2
2日

申
込
・
問

合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
公
客
補
償
係

あ
そ
び
で
育
て
よ
う

子
ど
も
の
こ
こ
ろ

イ
キ
イ
キ
子
育
て

日
時
1
1

月
2
8日
(
水
)
、
午
前

1
0時
～

正
午

場
所

東
和
セ
ン
タ
ー

対
象
1

歳
半
～
2
歳
半
の
子

ど
も
と
保
護
者

内
容

▽
子
育
て
に
つ
い
て
の

話

▽
手
あ
そ
び

講
師

高
橋
恵
美
子
氏
(
発
達

相
談
員
)

定
員
3
0
組
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

束
和
保
健

惘
談
所

　
町
4
1
7
1

精
神
保
健
講
演
会

「
中
高
年
の
心
の
健
康

―
―
う
つ
の
始
ま
り
」

子

ど
も
は
自
立
卜
夫
婦
二
人

の
生
活

。
屑
の
苟
も
お
り

、
ほ

っ
と
一
息
で

き
る
は
ず
の
こ
の

時
期

。
仕
事
や
家
事
以
外
の
何

か
に
打
ち
こ
み
た
い

、
と
思
っ

て
も
、
な
ぜ
か
気
力
が
出
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
中
高
年
期
の

ご
っ
つ
気

岔

に
打
ち
勝
っ
て
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ

い
か

、
考
え
ま
し
ょ
う

。

日

時
1
2
月
9

日
(
日
)
、
午
後

1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

伊
藤
直
政
氏
(
東
衣
足

立
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員

川
人
(

先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
聞
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

枷
5
3
5
1

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
栄
養
教
室

楯
尿
病
予
防
に
は
、
食
生
活

が
璽
要
で
す

。肥
満
気
味
の
方

、

血
糖
値
の
高
い
方

。
身
内
に
糖

尿

病
思
者
が
い
る
方
。
こ
の
機

会
に
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か

。

日
時
1
1
月
2
8
日
(
水
)
。午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

内
容

制
限
カ
ロ
リ
ー
と
献
立

の
作
り
方
、
調
理
実
演
と
試

食
な
ど

鳩
所

千
住
保
健
所

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
a
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所

　
棚
4
2
7
7

講 演 会
「痴呆性老人の
理解のために」

も
し
。
家
族
の
方
が
痴
呆
症

に
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

痴
呆
症
の
基
本
的
な
理
解
と
、

痴
恥
の
お
年
寄
り
と
の
付
き
合

い
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
1
2

月
5

日
(
水
)
、
午
後

1
時
3
0
分
～
3

時
3
0
分
(
受

付
は
1
時
か
ら
)

講

師

国
立
精

神
神
経
セ

ン

タ
1

告
川
武
彦
医
師

場
所

足
立
保
健
所

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
7
0

人
(
先

着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所

　
ら
1
1
5
1

女
性
の
か
ら
だ
と
ガ
ン

乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
法
を
学
ぶ

ガ
ン
の
予
防
は
、
ま
ず
早
期

発
見
か
ら
。
そ
の
た
め
に
も
、

乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
は
大
切
で

す
。

ガ
ン
を
知
り
。
ガ
ン

に
な

ら
な
い
体
づ
く
り
を
一
緒

に
考

え
ま
し
ょ
う
。

申
込

方
法

電
話
予
約

※
午
前
中
の
み
参
加
の
方
も
歓

迎
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

咄
5
3
'
3
1

日

時
H

月
2
7
日

(
火
)
、
午
前
1
0
時

～

午
後
3

時

場
所

中
央
本
町
保
健

相
談
所

内
容

表
4

の
と
お
り

定
員
1
0
0
人
(
先
着
順
、

子
宮
ガ
ン
検
診
希
望

者
は
先
着
3
0
人
)

費
用

子
宮
ガ
ン
検
診

震

薯

の
み
崩
円

喪4 女性のがんの予防教室

ご
協
力
く
だ
さ
い

12
月
の
献
血

日
程
表
3
の
と
お
り
で
す
。

賢
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時～
午
後
3
時
3
0
分
(
昼
　

食
・
休
憩
時
間
午
前
1
1
時
3
0
　

分～
午
後
1
2
時
3
0
分
を
除
　

く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン

タ
ー
(

　
咄
5
7
0
　
1
)

、
杢

汀
舎
(
千
住
)
・
保
健

予
防
係

表312 月の献血日程

集
団
給
食
施
設
技
術
者
講
習
会

日
時
・
内
容

表
5
の
と
お

対
象
者

事
業
所

、
病
院

、

学
校
、
寄
宿
舎

、
児
童
・

社
会
襌
祉
施
設
な
ど
の
給

食
管
理
者

、
栄
養
友

調

理
員
、
そ
の
他
調
理
作
業

の
閃
係
者

、
在
宅
栄
養
士

な
ど

会
嶋

青
年
セ
ン
タ
ー

受
講
料

無
料

定
員
8
0

人

申
込
方
法

電
話
予
約
(
H
　

月
2
0
日
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保

健
所
(
　
疝
4
1

″
a
l
)、

千
住
保
健
所
(

き
叫
1
2

7
7
)
、江
北
保
健
相
談
所

(
　
卜
1
0
0

ま

、東
和

保
健
相
耿
所
(

　
　
4
1

7
1
)
、中
央
本
町
保
健
相

談
所
(

　
叫
5
3
5
-
)

い
ず
れ
も
、
栄
贄
指
導
担

当
へ

表5 集団給食施設技術者講習会内容

いずれも午後1時3a分～3時30分
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掲
示
板

□
特
別
費
護
老
人

ホ
ー
ム
職

員
募
集

募
集
職
種

看
護
婦
、寮
父
、

調
理
員

動
務
地

特
別
央
護
老
人

ホ

ー
ム
仮

称
)
「
さ
の
」・
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ
ン

タ
ー
(
仮
称
)
『
さ
の
』

い

ず

れ
も
所
在
地
は
足
立
区

佐
野
2
1
3
0
-
1
2

※
平
成
3
年
4
月
か
ら
の
動

務
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
黙

諾

福

阯
峨
人
東
京
蒼
生
会
(
〒

圀
東
付
山
市
富
士
見
町
2
　
L
I
-
3

　
0
4
2
3
　
-
2
5
7
8
)

□
足
立
警
護
李
校
『
学
校
祭
』

日
舛
1
1

月
1
7
日
(
土
)
、
午

前
9
時
4
5
分
～
午
後
2
時

内
容

舞
台
発
表
、
展
示

、

模
擬
店

に
よ
る
販
売

鳩
所
・
問
合
せ
先

東
京
都

立
足
立
養
護
学
校

　
躪

6
0
6
6

・

平
成
2

年
度
『
人
権
啓
発

展
』

期
間
1
1
月
2
6
日
～
2
7
日

内
容

映
画
会

、
ポ
ス
タ
ー

等
の
展
示

場
所
・
間
合
せ
先
惠
尽
都
　

産
業
労
働
会
館
　
8
7
6
?

※
自
動
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

相

談

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
育
児
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

実
施
保
育
園
・
相
酸
日
▽
興
　

野
保
育
園
{
西
新
井
本
町
4
　

1
1
9
-
2
3
　
朗
3
2
0
0
}
　

…
毎
週
月
・
土
曜
日
▽
親
　

聽
葆
育
園
(
梅
田
4
。2
9
-
　

6

瑟

・
3
8
6
0
T
　

毎
週
水
・
金
曜
日

▽
新
旧

保
育
園
(
新
田
2
-

―
-
1
0
　

　
則
6
4
6
6

∵
・
・
毎

週

火
・
木
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

椙
談

方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)・

児
童
助
成
係

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

教
育
相
談

お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み

に
つ
い
て

、
専
門
の
相
談
員
が

問
題
の
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
面
接
に
よ

る
相
談

受
付
日
時

第
2

・
4
土
曜
日

を
除

く
平
日

。
午
前
9

時

～
午
後
5
時
(
土
曜
日
は
正

午
ま
で
)

相
談

場
所

教

育
セ
ン

タ
ー

(
　
佝
9
5
3
1
)

、
教
育
相

談
綾
瀬
分
室
(

　
瞋
3
5
　
8
8
)

。教
育
怛
談
鹿
浜
分
室

(
　
詼
7
7
3
5
)

申
込
方
法

電
話
予
約

□
一

話
に
よ
る
相
談

受
付

日
時
・
電
話
番
号

月

り
金
曜
日
、
午
前
9
時
～
午

後
4
時
3
0
分
'
　　
£
7
8
6
　
7
(
(
(

ヨ
ナ
ヤ
ム
ナ
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
出
張
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
区
で
は
毎
月

皆
さ
ん
の
お
近
く
に
出
張
し
て

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
▽
1
1
月
2
6
日
・
-
・
　

江
北
区
民
事
務
所
、
花
畑
区

民
事
務
所

▽
H
月
2
7
日
・・・

江
北
区
民
事
務
所
、
保
塚
区

民
事
務
所

▽
H
月
2
8
日
・
:

江

北
区
民
事
務
所
新

田
分

室
、
同
所
宮
城
分
室

▽
1
1
　

月
2
9
日
・
;
佐
野
区
民

事
務

所
。
竹
の
塚
区
民
事
務
所

※
い
ず
れ
も
午
前
9

時
か
ら
午

後
4
時
ま
で

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

如
5
0
6
1

年
賀
状
を
つ
く
ろ
う

老
人
会
館
版
画
教
室

日
時
H

月
2
8・
2
9日

場
所

老
人
会
館

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

定
貝
3
0
人
(
抽
選
)

賢
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
H

月
2
2日
(
木
)

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

a
9
7
3
2
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保
険
と
年
金

ね
ん
き
ん
Q
&
A

第
6
回

あ
な
た
の
た
め
と
、
み
ん
な
の
た
め
に

Q
私
は
今
年
5
5歳
に
な
り

ま
す
。
国
民
年
龠
制
度

が
始
ま
っ
た
と
き
か
ら
加
入

し
、
も
う
2
5
年
以
上
保
険
料

を
納
め
た
の
で
、
や
め
た
い

と
思
う
の
で
す
が
?

A
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
し
か
に
2
5年

納
め
て
あ
れ
ば
、
国
民
年
金

を
受
け
る

資
格
は
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
2
5年
と
い
う

の
は
、
考
齡
棊
飃
年
金
を
受

け
る
た
め
に
最
低
必
要
な
期

間
で
あ
っ
て
、
2
5年
間

納
め

た
か
ら
と
い
っ
て
や
め
て
良

い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
2
0
歳
以
上
6
0

峨
米
満
の
人
は
全
艮
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
(
厚

生
年

金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て

い
る
人
も
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
)
。
そ
し
て
、
2
0職
か
ら
6
0

歳
ま
で
の
4
0年
間
(
昭
和
1
6

年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
昭
和
3
6年
4
月
1

日

以
後
6
0歳

に
な
る
ま
で
の
期

間
)

保
険
料
を
納
め
続
け
な

い
と
、
瀕
額
の
年
金
は
受
け

ら
れ
な
い
の
で
す
。
―
ヵ
月

で
も
納
付
を
休
む
と
、
そ
の

分
だ
け
受
け
る
年
金
額
は
低

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
は
世
代

間
の
社
会
的
な
助
け
合
い
の

仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
保
険
料
を
納
め
て
い
る

若
い
世
代

が
老
齢
の
世
代

(
年
金

を

受

け

て

い
る

人
々
)
を
支
え
て
い
る
と
い

う
面
か
ら
も
、
2
0
歳
か
ら
6
0

戚
ま
で
き
ち
ん
と
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

問
合
せ
先

中
央

本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係

捌
5
0
6
1

生
活
環
境

4
.
5
坪
の
自
家
菜
園

区
民
農
園
利
用
者
を
募
集
中

で
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

利
用
期
間

平
成
3

年
3
月
初

旬
～
平
成
4
年
2

月
末

募
集
す
る
農
園

表
6
の
と
お

対
象

区
内
在
住
で
耕
作
地
が

無
く
、
園
芸
に
熱
意
の
あ
る

世
帯

費
用
5

千
円
(

返
還
し
ま
せ

ん
)

利
用
条
件

野
菜
や
草
花
の
栽

培
に
限
り
ま
す
。
種
苗
や
肥

料
な
ど
は
自
己
負
廻
で

す
。

農
具
の
ク
ワ
、
万
能
、
カ
マ

な
ど
は
用

意
し
ま

す
。
水

遭
・
ト
イ

レ
は
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
各
区
民
事
務

所
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込

方
法

往
復
(

ガ
キ
に
希

望
す

る
農

園
名
。世
帯

主

名
、住
所
、
家
族
全
員
の
氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記

(返
信
用
(

ガ
キ
に
も
住
所
、

氏
名

を
記

人
)
。現
在

利
用

し
て
い
る
方
は
従
前
の
区
画

番
号
を
記
入

し
て

く
だ

さ

い
。
6
0歳
以
上
の
方
が
利
用

す
る
皀
帯
は
老
人
コ
ー
ナ
ー

希
望
と
記
入

。(当
選
率
を
優

遇
)
1

世
帯
1
週
ま
で

公
開
抽
選
1
2

月
1
3
日
(
木
)
。

午
前
9

時

、
中
央
本
町
白
舎

崩
会
嫌
室

申
込
期
限
1
1

月
2
2
日
消
印
有

効
申
込
・
間
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
農
産
係
(
〒
圃
中
央

本
町
1
1
1
7
-
1

、
　
哺
5
　
1
1

き

表6 募集する区民農園名
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RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い

住
区
セ
ン
タ
ー
祭
り

南
花
畑
住
区
セ
ン
タ
ー

1
0月
2
1
日
に
、
今
年
で
5

周

年
を
迎
え
た
南
花
畑
住
区
セ
ン

タ
ー
で

。
住
区
セ
ン
タ
ー
祭
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
芸

能
大
会
、
書
道
や
手
芸
の
作
品

・展
示
、
f
ど
も
た
ち
の
一
輪

車
・
ヶ
ン
玉
教
室
な
ど
ブ
ロ
グ

ラ
ム
も
盛
り
だ

く
さ
ん

。

「
こ
の
倥
区

セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
方
と
の

っ
な
が
り
が
強

く
、
人
と
人
と

の
輪
で
運
営
さ

れ
て
い
る
所
で

す
。
こ
の
祭
り

も
皆
さ
ん
の
協

力
で
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」と
事

務
長
の
近
藤
敏
雄
さ
ん
。

住
区
セ
ン
タ
ー
は
地
域
活
動

の
拠
点
で
す
。

今
ま
で
住
区
セ
ン
タ
ー
を
利

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
も
、

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
新
し
い
出
会
い
が
、
待

っ
て
い
ま
す
よ
。

今年で5 周年を迎える花畑住区センター

見て学ぶ防災
大谷田小学校の児童
災害備蓄倉庫を見学

1
0月
4
日
、
大
谷
田
小
学
校

の
4
年
生
4
6人
が
、
地
元
に
あ

る
大
谷
田
災
害
備
蓄
倉
庫
を
見

学
し
ま
し
た
。

同
校
の
4
年
生
は
、
社
会
科

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
災
害

に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
、
関
東
大
震
災
を
体
験

し
た
お
と
し
よ
り
の
話
を
聞
い

た
り
、
一
時
隻
譌
所
や
避
難

場
所
な
ど
を
自
分
た
ち
の
足
で

確
め
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
い
ま
す
。

見
学
し
た
災
害
備
蓄
倉
庫

は
、
区
内
に
7
ヵ
所
あ
る
う
ち

の
ひ
と
つ
で
、
毛
布
や
乾
パ
ン

な
ど
4
4種
類
も
の
物
品
が
備
蓄

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
こ
の
物
品
は
ど
こ
へ
ど

う
や
っ
て
運
ぶ
の
で
す
か
」「
区

で
は
ど
の
く
ら
い
の
量
を
備
蓄

し
て
い
る
の
で
す
か
」
な
ど
た

く
さ
ん
の
質
問
を
し

、
担
当
職

員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た

。

区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
青
少

年
の
施
設
見
学
を

、
歓
迎
し
て

い
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
災
害
対
策
課
(

四
8
8
0
5
0
1
1
)

へ
。

職員の説明を一生懸命聞き ました

こ
の
冬
は
温
か
い

綿
で
半
て
ん
作
り

都
市
農
業
公
園

都
市
農
業
公
園
で
収
穫
し
た

綿
(

わ
た
)
を
便
っ
て
、
温
か

い
半
て
ん
づ
く
り
。
同
公
園
で
1
0

月
2
4
・
3
1日
、H

月
7
日
の

3
日
間
か
け
て
半
て
ん
作
り
の

講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、
主
婦
の
方
3
5人
が
参

加
し
た
こ
の
講
習
会
も
今
年
で

5
回
目
。6
時

間
か
け
て
、
寸

法
と
り
か
ら
仕

匕
げ
ま
で
行
い

ま
す
。

参
加
者
各
自

が
用
意
し
た
生

地
は
、
花
柄
の

洋
服
地
や
か
す

り
模
様
の
着
物

地
な
ど
様
々
。

古
着
を
ほ
ど
い

て
再
利
用
す
る

方
も
い
ま
し

た
。「7

歳
の
娘
の
た
め
に
作
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
」
と
参
加

者
の
一
人
、
中
沢
か
お
る
さ
ん

(江
北
二
丁
旦

。
ま
た
、
関
戸

あ
い
子
さ
ん
(
鹿
浜
三
丁
目
)

は
「
ま
ず
は
、
私
の
で
す
。
こ

の
後
、
家
で
主
人
や
3
人
の
子

ど
も
た
ち
の
を
作
る
ん
で
尹

と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

心 を こ め て、 綿入 れ作 り

秋
な
の
に
花
見
、
十
月
桜

江
北
北
部
緑
道
公
園

谷
在
家
三
丁
目
か
ら
皿
沼
三

丁
目
に
か
け
て
の
約
1
冫
の
江

北
北
部
緑
道
公
園
に
は
、
桜
の

木

が
2
0
0本
植
え
ら
れ
て

い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
「
十
月
桜
」
が
4
5

本

。
今
年
の
秋
も
高
さ
3
び

ほ
ど
の
若
木
に
白
や
ピ
ン
ク
の

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

十
月
桜
は
例
年

、4
月
上
旬

と
1
0月
か
ら
の
年
2

回
咲
き
。

春
に
花
を
付
け
な
か
っ
た
枝
の

も
の
が
秋
に
開
花
し
ま
す
。
ひ

と
回
り
小
振
り
の
花
が
ぽ
つ
り

ぽ
つ
り
と
咲
き
、
ほ
の
か
な
温

か
味
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す

。今
年
も
1
1月
い
っ
ぱ
い
ま
で

秋
の
花
見
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

交
通

西
新
井
駅
西
口
か
ら
東

武

バ
ス
都
市
農
業
公
園
行
き

で
上
鹿
浜
下
車
徒
歩
5

分秋風に揺れる、かわいい
十月桜たち

「イモ掘り」と「青空給食」

にわく

弘道第一小学校

1
0月
2
4日
と
2
5日
、
弘
道
第

一
小
学
校
の
農
園
で
、
全
校
児

童
が
イ
モ
掘
り
を
行
い
ま
し

た

。6
月
初
め
に
苗
を
植
え
て

か
ら
水
不
足
の
夏
場
に
も
水
を

や
る
な
ど
、
ず
っ
と
育
て
て
き

た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す

。

運
動
着
の
子
供
た
ち
は
畝
の

間
に
並
び
、
先
生
の
合
図
で
畑

一
面
の
ツ
ル
を
引
っ
張
り
始
め

ま
し
た
。「
わ
あ
、
あ
っ
た
、
あ

っ
た
」「
ほ
ら
ほ
ら
、
こ
ん
な
に

で
っ
か
い
ぞ
」
赤
い
サ
ツ
マ
イ

モ
が
顔
を
出
す
と
、
あ
ち
こ
ち

で
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

両
手
を
土
だ
ら
け
に
し
な
が

ら
探
し
た
り
、
ス
コ
ッ
プ
を
使

っ
て
深
く
掘
っ
た
り
、
時
に
は

昆
虫
の
幼
虫
を
見
つ
け
て
は
し

や
い
だ
り
と
、
最
後
ま
で
楽
し

い
イ
モ
掘
り
体
験
で
し
た
。

こ
う
し
て
皆
で
収
穫
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
は
約
沺
♂

。
こ
の
一

部
が
1
1
月
2

日
に
開
か
れ
た

「
青
空
給
き

で
、
ふ
か
し
イ

モ
と
し
て
登
場
、
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ど
こ
ま
で
も
澄
み
わ
た
っ
た

秋
晴
れ
の
下

、
教
室
を
出
て
開

放
的
な
校
庭
に
移
動

。1
年
生

か
ら
6
年
生
ま
で
が
一
緒
に
な

っ
た
輪
が
で
き
、
ふ
か
し
イ
モ

の
入
っ
た
サ
ザ
エ
さ
ん
弁
当

(
魚
フ
ラ
イ
)

と
、
筋
肉
マ
ン

弁
当
(
(

ン
バ
ー
グ
)
を
仲
良

く
食
べ
ま
し
た

。
イ
モ
掘
り
の

時
と
同
じ
よ
う
に
、
校
庭
に
は

歓
声
が
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。

「
年
に
I

回
の
青
空
教
室
は
、

学
年
を
越
え
た
タ
テ
の
交
流
を

図
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
」

と
鈴
木
校
長
先
生

。
児
童
も
先

生
も
手
作
り
イ
モ
の
味
に
満
足

の
様
子

。
こ
れ
か
ら
も
給
食
に

添
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ぼ くたちも一生懸命掘ったよ

天
気
も
上
々
お
イ
モ
が
う
ま
い

「
へ
き
が
の
道
」完
成

北
千
住
駅
東
口

区
民
か
ら
公
募
し
た
壁
画
2
5

点
を
、
北
千
住
駅
東
口
東
武
線

沿
い
2
7
0
ぴ
に
飾
っ
た
「
へ
き
が

の
道
」(
ウ
ォ
ー
ル
キ
ャ
ン
バ

ス
)
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
1
0月
1
3

日
完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。暗

く
、
冷
た
い
感
じ
の
し
た

壁
面
が
、
色
彩
や
か
に
、
明
る

く
、
楽
し
く
変
身
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

おいしいリンゴがとれました
関原防災果樹園

1
0月
2
1日
、
関
原
二
丁
目
の

防
災
果
樹
園
で
園
内
の
リ
ン
ゴ

の
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
月
に
で
き
て
以
来
、
園
内

の
木
や
草
花
を
丹
精
し
て
き
た

防
災
果
樹
園
を
愛
す
る
会
(
湯

本
恒
男
会
長
)

の
皆
さ
ん
も
、

そ
の
出
来
具
合
に
興
味
津
津
。

子
供
た
ち
や
会
員
の
方
々
の

手
で
も
ぎ
取
ら
れ
た
リ
ン
ゴ
は
1
4

個
。
実
り
が
少
な
い
の
は
、

今
年
長
野
県
か
ら
移
植
し
た
最

初
の
年
な
の
で
、
木
を
休
ま
せ

る
た
め
に
花
を
摘
み
と
っ
た
か

ら
で
す
。

早
速
試
食
し
で
み
る
と
、「
思

っ
た
よ
り
も
甘
く
て
。
ち
ゃ
ん

と
リ
ン
ゴ
の
味
が
す
る
」
と
評

価
も
上
々
。
愛
す
る
会
会
員
の

湯
浅
シ
ゲ
子
さ
ん
も
、「
青
い
の

で
酸
っ
ぱ
い
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
お
い
し
く
て
ょ
か
っ
た
」

と
安
心
し
た
よ
う
す
で
し
た
。

来
年
の
収
穫
時
期
に
は
、
1
0
0

個
以
上
の
リ
ン
ゴ
が
期
待
で
き

そ
う
。
愛
す
る
会
の
皆
さ
ん
の

苦
労
も
吹
き
飛
ん
だ
一
日
で
し

た
。

関
原
育
ち
の
リ
ン
ゴ
だ
よ

運
動
が
わ
り
に

地
域
清
掃

「
こ
の
季
節
は
、
落
葉
が
気

に
な
っ
て
。
ま
ち
の
清
掃
と
い

っ
て
も
、
自
分
の
健
康
の
た
め

の
運
動
の
つ
も
り
で
や
っ
て
い

る
だ
け
で
す
か
ら
」

6
7歳
に
な
る
篠
塚
す
み
江
さ

ん
(
扇
三
丁
目
)
は
、
腰
を
痛

め
2
年
前
に
ビ
ル
清
掃
の
会
社

を
退
職
、
以
来
住
ん
で
い
る
団

地
の
周
辺
と
近
く
の
公
園
の
清

掃
を
続
け
て
い

ま
す
。

「
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
る
と
、

清
掃
の
仕
事
を

し
て
い
た
も
の

で
。
つ
い
気
に

な

っ
て
し

ま

う
」
と
い
う
篠
塚
さ
ん
も
、
最

初
は
少
し
恥
し
か
っ
た
と
の
こ

と
。
し
か
し
、
今
で
は
朝
の
日

課
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

「
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
で

す
か
ら
」
と
い
わ
れ
る
篠
塚
さ

ん
で
す
が
。
こ
の
よ
'
7
な
目
立

た
な
い
活
動
が
、
ま
ち
に
う
る

お
い
と
美
し
さ
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

朝8 時 、 清掃 の は じ ま り

Ta. 240, 000


